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日本の都市（城下町）はお城を核に独自のたたずまいを形成
あえて不便さを追求したからこそ暮らしやすいのが城下町

　　　     ～日本の街に落ち着きをもたらすお城効果 !? ～

　廃城後の敷地にはかつての城郭がそのまま残されて
いる場合もあれば、城址だけが残っているケースも少
なくありません。日本には戦国時代から江戸時代にか
けて約 2 万 5000 以上のお城が建てられたそうですが、
現在、きちんとした形を残して見学可能なお城の数は
約 200 城。さらに建設当時の天守が遺されているお城
は全国に 12 城しかありません。今回ご紹介するお城
のなかでは松江城のみが、昔の天守を維持しています。
　他のお城は中身が現代建築そのままであったり、一
部を鉄筋コンクリート造りにしたハイブリッド型も少
なくありません。歴史好きの人々はえてして、昔のま
まの姿かたちを残しているお城を賛美するあまり、鉄
筋コンクリート製のお城やハイブリッド型のお城を軽
視しがちです。
　それはそれで気持ちが分からないでもありません
が、冒頭に述べた都市のランドマークとしてのお城は
城跡だけでも成立しますし、鉄筋コンクリート製でも
かまわないのです。要はその周辺も含めた空間が、お
城の立地する都市の営みに関し、いろいろな意味で
《核》の役割を果たしていること、それが現代に生き
るお城の大事な役割だと思うのです。

☆街は人と城でもつ !?　お城巡りの恍惚
　まず写真 1 は富山県富山市に立地する富山城です。
神通川の流れをそのまま生かしたような造りから「浮

☆都市の要としてしっかり生きる現代のお城
　今月のまんすりーリポートは、現代都市のなかにあっ
ても絶大な存在感を放つ《城郭＝お城》をプチ特集し
たいと思います。世にお城ファンはたくさんいますが、
ドローンの視点で上空から鳥瞰すると、お城というの
はまさに都市のランドマーク。数百年前に築城された
お城は現代においても、都市の動線の核を担っている
ことがわかります。
　戦国時代に建てられたお城は、徳川幕府が成立した
後にずいぶん淘汰されました。徳川幕府に楯突く勢力
に利用されそうな剣呑な城は、とくに完膚なきまでに
破壊されました。さらに明治維新を迎え、廃藩置県が
実行されると、旧藩の象徴だったお城の大部分が廃城
の憂き目をみることになりました。

き城」の異名をもつ富山城は 1543（天文 12）年の築城。
3 重 4F、2 重 2F の天守・小天守は鉄筋コンクリート
製で、市立博物館として稼働していますが、どっしり
としたそのたたずまいは、県庁所在地のお城として実
に立派です。
　写真 2 の松江城天守（島根県松江市）は、1611（慶
長 16）年の建設。前述のように貴重なホンマもの、ピ
カピカの国宝であり、城跡全体が国の指定史跡になっ
ています。
　松江市そのものが今も松江城を中心に構成されてい
ることは、市街地を歩いてみればすぐにわかります。
道路が松江城を中心に少し不合理な形で市街地を巡っ
ているのですが、その不合理な道路網が城下町として
の松江の品格を形成しているのは明らかです。
　写真 3～ 5 は白河小峰城（福島県白河市）。最初の
築城が 1340（歴王 3）年と古く、幕末期の戊辰戦争で
は激しい攻城戦が展開されました。
　東日本大震災で崩落した石垣の修復（写真 4）も完
成し、中心市街地ではどこにいても、復元されたばか
りの三重櫓を遠望できます（写真 5）。
　写真 6 はご存じ小田原城。中身はバリバリの鉄筋コ
ンクリート造りですが、そのダイナミックな存在感は

さすが天下の名城といわれただけのことはあります。
　写真 7 は城跡だけが残る大分県竹田市・岡城の石垣
修理の模様。築城は 1185（文治元）年とかなり古く、
お城の人気投票をすると城跡部門で必ず上位に入る人
気スポットです。
　写真 8～ 9は熊本地震の前に撮影した熊本城の雄姿。
城づくりの名人と謳われた加藤清正が縄張りを自ら担
当。天下取りを睨んで建設した、日本の城郭のなかで
も傑作中の傑作といわれており、その「気配」はそこ
かしこから伝わってきます。

写真2／街が城（松江城）とともに呼吸する古都・松江

写真1／桜に青銅色の屋根瓦が似合う富山城
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